
とてもよくわかる「誰にでもできる学力の保証」No５

算数･数学ミニ研修
他教科の学習指導にも役立ちます。神栖市教育会算数･数学教育研究部

今回のテーマは，『まとめ』『指導・総括』『振り返り』についてです。
先生方から「まとめ」の文章が思いつかない。また，「指導・総括」や「振り返り」をする理由

がわからない，効果が感じられないという声を聴きました。
授業で一番大切なのは，「まとめ」になります。また，教師の「指導・総括」や児童生徒の「振

り返り」は，学ぶ意欲を育てたり，学び方を身に付けさせたりするため大切になります。

１ 「まとめ」が授業の中で一番大切な理由について 「Ｑ＆Ａ形式で説明します。」

欠席しても友達の「まとめ」を見れば，授業で「何を学んだか。」がわかるようにします。
Ｑ１ 「まとめ」は何についてまとめるのですか。
Ａ１ 学習課題についてまとめます。また，学習問題を含めることで何を学んだかが具体的に

わかるようになります。例えば，小学校３年生で学習課題が「あまりをどうしたらよいか
考えよう。」の場合で，学習問題が「３５このボールがあります。ボールが４こずつ入る
箱に３５このボールを全部入れると，箱は９こ必要です。なぜ９こ必要なのか，言葉や式
を使って説明しましょう。」のときのまとめは次のようになります。
まとめの例 「ボールを４こずつ箱に入れるあまりのあるわり算では，あまりを１箱分

とみて１箱たすことがある。」
Ｑ２ まとめは，教師がするのですか，児童生徒がするのですか。
Ａ２ まとめは，児童生徒がすることが理想です。まとめを３段階で説明します。
段階１ 授業の終わりに，先生が板書してまとめる。先生が「〇〇をやりましたね。」と学習

を掘り起こす。児童生徒は，先生がまとめた板書をノートに写す。
段階２ 児童生徒に「どんなことがわかりましたか？」と発表させて先生がまとめる。

児童生徒は自分の考えを発表したり，伝え合ったりする。先生が「○○さんがこうい
うことを発表したね。こういう学習をしたよね。」とまとめた板書をノートに写す。

段階３ 児童生徒にまとめを発表させて，児童生徒がまとめる。
「こんなことがわかりました。(理解できました。)」とわかったことを発表させて，

学習内容を突き詰めて，後は，自由にノートにまとめさせる。
児童生徒には，発表をしっかり聞かせ，自分で考え，自分の言葉で書かせる。
友達の考えをさらにまとめさせることで論理的な思考力を育てる。

２ 「指導・総括」を授業の中で行う理由について 「Ｑ＆Ａ形式で説明します。」

「指導・総括」は，児童生徒の学びを洗練させるために大切になります。

Ｑ１ 教師の指導・総括では，何を伝えますか。
Ａ１ 別解やわかりやすい正答例，まとめの例を紹介します。「いろいろな考えが出ましたね。」

「答えが出すことだけが大事ではない。その気付きが大事なんだよ。その気付きはどこから
きましたか。」と伝えます。児童生徒が，「自分も同じようにわかりやすい文章が書けるように
なりたい。」，「こうすればわかる。」「このように考えればよい。」という課題解決の方法や手順
が身に付くようにします。児童生徒が，さらに「学んだことはいつでも使えるのか。」「どの
ような場面で使えるのか。」など新たな課題を見つけさせます。

３ 「振り返り」を授業の中で行う理由について 「Ｑ＆Ａ形式で説明します。」

「振り返り」では，この授業で「何ができるようになったか。」を確認します。

Ｑ１ 学習を振り返る理由を教えてください。
Ａ１ 児童生徒が「こういう学習をして，こういうことがわかりました。」と実感し，学習内容

を確かなものにするためです。解決の過程や結果を統合的・発展的に考察することで，新た
な問題を見いだしたり，解決方法を創造するなど数学的な見方・考え方を豊かにしたり，自己
の成長を実感したりします。互いに認め合い，褒め合うことで学ぶ意欲を育てます。

Ｑ２ 振り返る視点を教えてください。
Ａ２ 「どうすれが解決できるか。」「どう考えればよいか。」「学んだことを何に使いたいか。」

「新たな課題など，もっと知りたいこと。」の視点で学びの過程を振り返ります。
① 「なぜ解決できたのか。」解決のポイントやその発想は，どこから導かれたのか。
② 「□□が，わからなかった。」，「ここをもう少しできるようになりたい。」などの視点。
③ 「別の問題にも適用できるか。」も考えさせてください。
④ 「それならば，・・・。」と問題の条件を変えるなどして発展させる機会にします。

「それっていつでも使えるかな。」など，新たな課題を発見することもあります。
また，「○○さんと一緒にわかりたい。」などの仲間意識も大切に育ててください。




